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付 録 B

Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P 
スイッチの debug コマンド

この付録では、 Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-C スイ ッチで使用するために作成または変
更された debug 特権 EXEC コマン ドについて説明します。 これらのコマン ドは、 インターネッ
ト ワーキングの問題の診断および解決に役立ちます。 使用する場合には、 必ずシスコのテクニ
カル サポー ト担当者の指示に従って ください。

注意 デバッグ出力は CPU プロセスで高プラ イオ リ テ ィが割り当てられているため、 デバッグ出力
を行う とシステムが使用できな く なる こ とがあ り ます。 したがって、 debug コマン ドを使用す
るのは、 特定の問題の ト ラブルシューティ ング時、 またはシスコのテクニカル サポー ト担当者
と と もに ト ラブルシューティ ングを行う場合に限定して ください。 debug コマン ドは、 ネッ ト
ワーク  ト ラフ ィ ッ クが少な く、 ユーザも少ないと きに使用するのが最良です。 デバッギングを
このよ う な時間帯に行う と、 debug コマン ド処理のオーバーヘッ ドの増加によ り システムの使
用に影響が及ぶ可能性が少な く な り ます。
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debug authentication
debug authentication
インターフェイスの認証設定のデバッグをイネーブルにするには、 debug authentication 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug authentication {all | errors | events | sync | feature [all] [acct] [auth_fail_vlan] 
[auth_policy] [autocfg] [critical] [dhcp] [guest_vlan] [mab_pm] [mda] [multi_auth] 
[switch_pm] [switch_sync] [vlan_assign] [voice] [webauth] [all | errors | events]} 

no debug authentication {all | errors | events | sync | feature [all] [acct] [auth_fail_vlan] 
[auth_policy] [autocfg] [critical] [dhcp] [guest_vlan] [mab_pm] [mda] [multi_auth] 
[switch_pm] [switch_sync] [vlan_assign] [voice] [webauth] [all | errors | events]} 

構文の説明 acct （任意） 認証マネージャ  アカウンテ ィ ング情報を表示します。

all （任意） 認証マネージャ  デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

auth_fail_vlan （任意） 制限された VLAN の認証マネージャ  エラーを表示します。

auth_policy （任意） 認証ポ リ シー メ ッセージを表示します。

autocfg （任意） 自動設定認証マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

critical （任意） アクセス不能な認証バイパス  メ ッセージを表示します。

（注） アクセス不能な認証バイパス機能は、 ク リ テ ィ カル認証また
は認証、 許可、 アカウンテ ィ ング （AAA） 失敗ポ リ シーと も
呼ばれています。

dhcp （任意） DHCP ダイナ ミ ッ ク  アド レス対応インターフェイスでの認証
マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

errors （任意） 認証マネージャ  エラー デバッグ メ ッセージをすべて表示し
ます。

events （任意） すべての認証マネージャ  イベン ト のデバッグ メ ッセージ
（レジス ト リおよび各種イベン ト を含む） を表示します。

feature （任意） 認証マネージャ機能のデバッグ メ ッセージを表示します。

guest_vlan （任意） ゲス ト  VLAN 認証マネージャ  メ ッセージを表示します。

mab_pm （任意） MAC 認証マネージャ  バイパス認証デバッグ メ ッセージを表
示します。

mda （任意） マルチド メ イン認証マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示
します。

multi_auth （任意） マルチ認証マネージャ  デバッグ認証メ ッセージを表示しま
す。

switch_pm （任意） スイ ッチ ポー ト  マネージャ  メ ッセージを表示します。

switch_sync （任意） スイ ッチ、 認証サーバ、 および接続装置の間の同期メ ッセー
ジを表示します。

sync （任意） 操作同期認証マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

vlan_assign （任意） VLAN-assignment デバッグ メ ッセージを表示します。

voice （任意） 音声 VLAN デバッグ メ ッセージを表示します。

webauth （任意） Web 認証マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。
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debug authentication
デフォルト 認証デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug authentication コマン ドは、 no debug authentication コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。

スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して、 スタ ッ ク  メ ンバのコマン ド ラ イン  プロ
ンプ ト で debug authentication コマン ドを入力できます。 また、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上
で remote command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用して、 スタ ッ ク  メ
ンバのデバッグをイネーブルにする こ と もできます。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

authentication 
control-direction

ポー ト  モードを単一方向または双方向に設定します。

authentication 
event

特定の認証イベン ト のアクシ ョ ンを設定します。

authentication 
event linksec fail 
action

IEEE 802.1x 認証をサポー ト しないク ラ イアン ト用のフォールバッ ク方
式と して Web 認証を使用するよ う ポー ト を設定します。

authentication 
host-mode

ポー ト で認証マネージャ  モードを設定します。

authentication open ポー ト でオープン  アクセスをイネーブルまたはディセーブルにします。

authentication 
order

ポー ト で使用する認証方式の順序を設定します。

authentication 
periodic

ポー ト で再認証をイネーブルまたはディセーブルにします。

authentication 
port-control

ポー ト の認証ステー ト の手動制御をイネーブルにします。

authentication 
priority

ポー ト  プラ イオ リ テ ィ  リ ス ト に認証方式を追加します。

authentication 
violation

新しいデバイスがポー ト に接続するか、 ポー ト に最大数のデバイスが接
続した後で、 新しいデバイスがポー ト に接続した場合に発生する違反
モードを設定します。

show 
authentication

スイ ッチの認証マネージャ  イベン ト に関する情報を表示します。
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debug auto qos
debug auto qos
Automatic Quality of Service （auto-QoS） 機能のデバッグをイネーブルにするには、 debug auto 
qos 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ド
の no 形式を使用します。

debug auto qos 

no debug auto qos

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 このコマン ドには、 キーワード と引数はあ り ません。

デフォルト auto-QoS デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン auto-QoS がイネーブルのと きに自動的に生成される  QoS の設定を表示するには、 auto-QoS を
イネーブルにする前にデバッグをイネーブルにします。 デバッグをイネーブルするには、
debug auto qos 特権 EXEC コマン ドを入力します。

undebug auto qos コマン ドは、 no debug auto qos コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

例 次の例では、 auto-QoS がイネーブルの場合に自動的に生成される  QoS 設定を表示する方法を示
します。

Switch# debug auto qos
AutoQoS debugging is on
Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line.  End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface gigabitethernet2/0/1
Switch(config-if)# auto qos voip cisco-phone

21:29:41: mls qos map cos-dscp 0 8 16 26 32 46 48 56

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug auto qos
21:29:41: mls qos
21:29:42: no mls qos srr-queue input cos-map
21:29:42: no mls qos srr-queue output cos-map
21:29:42: mls qos srr-queue input cos-map queue 1 threshold 3 0
21:29:42: mls qos srr-queue input cos-map queue 1 threshold 2 1
21:29:42: mls qos srr-queue input cos-map queue 2 threshold 1 2
21:29:42: mls qos srr-queue input cos-map queue 2 threshold 2 4 6 7
21:29:43: mls qos srr-queue input cos-map queue 2 threshold 3 3 5
21:29:43: mls qos srr-queue output cos-map queue 1 threshold 3 5
21:29:43: mls qos srr-queue output cos-map queue 2 threshold 3 3 6 7
21:29:44: mls qos srr-queue output cos-map queue 3 threshold 3 2 4
21:29:44: mls qos srr-queue output cos-map queue 4 threshold 2 1
21:29:44: mls qos srr-queue output cos-map queue 4 threshold 3 0
21:29:44: no mls qos srr-queue input dscp-map
21:29:44: no mls qos srr-queue output dscp-map
21:29:44: mls qos srr-queue input dscp-map queue 1 threshold 2 9 10 11 12 13 14 15
21:29:45: mls qos srr-queue input dscp-map queue 1 threshold 3 0 1 2 3 4 5 6 7
21:29:45: mls qos srr-queue input dscp-map queue 1 threshold 3 32
21:29:45: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 1 16 17 18 19 20 21 22 23
21:29:45: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 2 33 34 35 36 37 38 39 48
21:29:46: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 2 49 50 51 52 53 54 55 56
21:29:46: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 2 57 58 59 60 61 62 63
21:29:46: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 3 24 25 26 27 28 29 30 31 
21:29:47: mls qos srr-queue input dscp-map queue 2 threshold 3 40 41 42 43 44 45 46 47
21:29:47: mls qos srr-queue output dscp-map queue 1 threshold 3 40 41 42 43 44 45 46 47
21:29:47: mls qos srr-queue output dscp-map queue 2 threshold 3 24 25 26 27 28 29 30 31
21:29:47: mls qos srr-queue output dscp-map queue 2 threshold 3 48 49 50 51 52 53 54 55
21:29:48: mls qos srr-queue output dscp-map queue 2 threshold 3 56 57 58 59 60 61 62 63
21:29:48: mls qos srr-queue output dscp-map queue 3 threshold 3 16 17 18 19 20 21 22 23
21:29:48: mls qos srr-queue output dscp-map queue 3 threshold 3 32 33 34 35 36 37 38 39
21:29:49: mls qos srr-queue output dscp-map queue 4 threshold 1 8
21:29:49: mls qos srr-queue output dscp-map queue 4 threshold 2 9 10 11 12 13 14 15
21:29:49: mls qos srr-queue output dscp-map queue 4 threshold 3 0 1 2 3 4 5 6 7
21:29:49: no mls qos srr-queue input priority-queue 1
21:29:49: no mls qos srr-queue input priority-queue 2
21:29:50: mls qos srr-queue input bandwidth 90 10
21:29:50: no mls qos srr-queue input buffers
21:29:50: mls qos queue-set output 1 buffers 10 10 26 54
21:29:50: interface GigabitEthernet2/0/1
21:29:50:  mls qos trust device cisco-phone
21:29:50:  mls qos trust cos
21:29:50:  no queue-set 1
21:29:50:  srr-queue bandwidth shape 10 0 0 0
21:29:50:  srr-queue bandwidth share 10 10 60 20

関連コマンド コマンド 説明

auto qos voip QoS ド メ イン内で Voice over IP （VoIP） の auto-QoS を設定します。

show auto qos auto-QoS 機能によって生成された初期設定を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug backup
debug backup
Flex Link バッ クアップ インターフェイスのデバッグをイネーブルにするには、 debug backup 
特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug backup {all | errors | events | vlan-load-balancing}

no debug backup {all | errors | events | vlan-load-balancing}

構文の説明

デフォルト バッ クアップ インターフェイス  デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug backup コマン ドは、 no debug backup コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all バッ クアップ インターフェイスのデバッグ  メ ッセージをすべて表示しま
す。

errors バッ クアップ インターフェイスのエラーまたは例外デバッグ  メ ッセージ
を表示します。

events バッ クアップ インターフェイスのイベン ト  デバッグ メ ッセージを表示
します。

vlan-load-
balancing

バッ クアップ インターフェイスの VLAN ロード  バランシングを表示し
ます。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示しま
す。
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debug cisp 
Client Information Signalling Protocol （CISP） に対応したインターフェイス上で発生したメ ッ
セージ交換と イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug cisp グローバル コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ド
の no 形式を使用します。

debug cisp [all | errors | events | packets | sync]

no debug cisp [initialization | interface-configuration | rpc]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug cisp コマン ドは、 no debug cisp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all CISP デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

errors CISP デバッグ メ ッセージを表示します。

events CISP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

packets CISP パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

sync CISP 操作同期デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

cisp enable Client Information Signalling Protocol （CISP） をイネーブルにします。

dot1x credentials 
(global configuration) 
profile

プロファ イルをサプ リ カン ト  スイ ッチに設定します。

show cisp 指定されたインターフェイスの CISP 情報を表示します。
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debug cluster
debug cluster
ク ラスタ固有イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug cluster 特権 EXEC コマン ド
を使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug cluster {discovery | events | extended | hsrp | http | ip [packet] | members | nat | neighbors 
| platform | snmp | vqpxy}

no debug cluster {discovery | events | extended | hsrp | http | ip [packet] | members | nat | 
neighbors | platform | snmp | vqpxy}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドが利用できるのは、 ク ラスタ  コマン ド  スイ ッチ スタ ッ クまたはク ラスタ  コマン
ド  スイ ッチに限られます。

undebug cluster コマン ドは、 no debug cluster コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ

discovery ク ラスタ  ディ スカバリ  デバッグ メ ッセージを表示します。

events ク ラスタ  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

extended 拡張ディ スカバリ  デバッグ メ ッセージを表示します。

hsrp ホッ ト スタンバイ  ルータ  プロ ト コル （HSRP） デバッグ メ ッセージを表
示します。

http ハイパーテキス ト転送プロ ト コル （HTTP） デバッグ メ ッセージを表示
します。

ip [packet] IP または ト ランスポー ト  パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

members ク ラスタ  メ ンバ デバッグ メ ッセージを表示します。

nat ネッ ト ワーク  アド レス変換 （NAT） デバッグ メ ッセージを表示します。

neighbors ク ラスタ  ネイバー デバッグ メ ッセージを表示します。

platform プラ ッ ト フォーム特定ク ラスタ  デバッグ メ ッセージを表示します。

snmp 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） デバッグ メ ッセージを表示
します。

vqpxy VLAN Query Protocol （VQP） プロキシ デバッグ メ ッセージを表示しま
す。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug cluster
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示しま
す。

show cluster スイ ッチが属する ク ラスタのステータスおよびサマ リーを表示し
ます。

show cluster candidates コマン ド  スイ ッチ上で入力された場合に候補スイ ッチの リ ス ト を
表示します。

show cluster members コマン ド  スイ ッチ上で実行された場合にク ラスタ  メ ンバに関する
情報を表示します。
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debug dot1x
debug dot1x
IEEE 802.1x 認証機能のデバッグをイネーブルにするには、 debug dot1x 特権 EXEC コマン ドを
使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug dot1x {all | errors | events | feature | packets | registry | state-machine}

構文の説明

（注） redundancy キーワードは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されますが、 サポー
ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug dot1x コマン ドは、 no debug dot1x コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべての IEEE 802.1x 認証デバッグ メ ッセージを表示します。

errors IEEE 802.1x エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

events IEEE 802.1x イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

feature IEEE 802.1x 機能のデバッグ  メ ッセージを表示します。

packets IEEE 802.1x パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

registry IEEE 802.1x レジス ト リ呼び出しのデバッグ  メ ッセージを表示します。

state-machine ステー ト  マシン関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(25)SEE feature キーワードが追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show dot1x スイ ッチまたは指定されたポー ト の IEEE 802.1x 統計情報、 管理ス
テータス、 および動作ステータスを表示します。
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debug dtp
debug dtp
ダイナ ミ ッ ク  ト ランキング プロ ト コル （DTP） アクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにする
には、 debug dtp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、
このコマン ドの no 形式を使用します。

debug dtp {aggregation | all | decision | events | oserrs | packets | queue | states | timers}

no debug dtp {aggregation | all | decision | events | oserrs | packets | queue | states | timers}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug dtp コマン ドは、 no debug dtp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

aggregation DTP ユーザ メ ッセージ アグ リ ゲーシ ョ ン  デバッグ メ ッセージを表示します。

all すべての DTP デバッグ メ ッセージを表示します。

decision DTP 決定テーブル デバッグ メ ッセージを表示します。

events DTP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

oserrs DTP オペレーテ ィ ングシステム関連エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

packets DTP パケッ ト処理デバッグ メ ッセージを表示します。

queue DTP パケッ ト  キューイング デバッグ メ ッセージを表示します。

states DTP ステー ト遷移デバッグ メ ッセージを表示します。

timers DTP タ イマー イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示しま
す。

show dtp スイ ッチまたは指定されたインターフェイスの DTP 情報を表示し
ます。
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debug eap
debug eap
Extensible Authentication Protocol （EAP） のアクテ ィ ビテ ィ をデバッグするには、 debug eap 特
権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug dot1x {all | authenticator | errors | events | md5 | packets | peer | sm}

no debug dot1x {all | authenticator | errors | events | md5 | packets | peer | sm}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug dot1x コマン ドは、 no debug dot1x コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all EAP デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

authenticator オーセンテ ィケータ  デバッグ メ ッセージを表示します。

errors EAP エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

events EAP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

md5 EAP-MD5 デバッグ メ ッセージを表示します。

packets EAP パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

peer EAP ピア デバッグ メ ッセージを表示します。

sm EAP ステー ト  マシン関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)SEE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show eap スイ ッチまたは指定されたポー ト の EAP のレジス ト レーシ ョ ン情報
およびセッシ ョ ン情報を表示します。
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debug etherchannel
debug etherchannel
EtherChannel/PAgP シムのデバッグをイネーブルにするには、 debug etherchannel 特権 EXEC コ
マン ドを使用します。 このシムは、 ポー ト集約プロ ト コル （PAgP） ソ フ ト ウェア モジュール
とポー ト  マネージャ  ソフ ト ウェア モジュール間のインターフェイス となる ソフ ト ウェア モ
ジュールです。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug etherchannel [all | detail | error | event | idb]no debug etherchannel [all | detail | error | 
event | idb]

構文の説明

（注） linecard キーワードは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されますが、 サポー ト さ
れていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン キーワードを指定しない場合は、 すべてのデバッグ  メ ッセージが表示されます。

undebug etherchannel コマン ドは、 no debug etherchannel コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all （任意） EtherChannel デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

detail （任意） EtherChannel デバッグ メ ッセージの詳細を表示します。

error （任意） EtherChannel エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

event （任意） 主な EtherChannel イベン ト  メ ッセージをデバッグします。

idb （任意） PAgP インターフェイス記述子ブロ ッ ク  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show etherchannel チャネルの EtherChannel 情報を表示します。
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debug ilpower
debug ilpower
電源コン ト ローラおよび Power over Ethernet （PoE） システムのデバッグをイネーブルにするに
は、 debug ilpower 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、
このコマン ドの no 形式を使用します。

debug ilpower {cdp | controller | event | ha | port | powerman | registries}

no debug ilpower {cdp | controller | event | ha | port | powerman | registries}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 PoE 対応スイ ッチだけでサポー ト されています。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

cdp PoE Cisco Discovery Protocol （CDP） デバッグ メ ッセージを表示します。

controller PoE コン ト ローラ  デバッグ メ ッセージを表示します。

event PoE イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

ha PoE ハイ  アベイ ラビ リ テ ィ  メ ッセージを表示します。

port PoE ポー ト  マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

powerman PoE 電力管理デバッグ メ ッセージを表示します。

registries PoE レジス ト リ  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(44)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show controllers power inline 指定した PoE コン ト ローラのレジスタ値を表示します。

show power inline 指定した PoE ポー ト またはすべての PoE ポー ト の電源ステー
タスを表示します。
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debug interface
debug interface
インターフェイス関連のアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug interface 
特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug interface {interface-id | null interface-number | port-channel port-channel-number | 
vlan vlan-id}

no debug interface {interface-id | null interface-number | port-channel port-channel-number | 
vlan vlan-id}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン キーワードを指定しない場合は、 すべてのデバッグ  メ ッセージが表示されます。

undebug interface コマン ドは、 no debug interface コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

interface-id タ イプ スイ ッチ番号 / モジュール番号 / ポー ト （例 ： gigabitethernet 
0/2） によって識別される指定された物理ポー ト のデバッグ メ ッセー
ジを表示します。

null interface-number ヌル インターフェイスのデバッグ メ ッセージを表示します。
interface-number は常に 0 です。

port-channel 
port-channel-number 

指定された EtherChannel ポー トチャネル インターフェイスのデバッグ 
メ ッセージを表示します。 port-channel-number は 1 ～ 6 です。

vlan vlan-id 指定した VLAN のデバッグ メ ッセージを表示します。指定できる  vlan 
id の範囲は 1 ～ 4094 です。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show etherchannel チャネルの EtherChannel 情報を表示します。
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debug ip dhcp snooping
debug ip dhcp snooping
DHCP スヌーピングのデバッグをイネーブルにするには、debug ip dhcp snooping 特権 EXEC コ
マン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用
します。

debug ip dhcp snooping {mac-address | agent | event | packet}

no debug ip dhcp snooping {mac-address | agent | event | packet}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug ip dhcp snooping コマン ドは、 no debug ip dhcp snooping コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

mac-address 指定された MAC アド レスを持つ DHCP パケッ ト のデバッグ メ ッセージを表
示します。

agent DHCP スヌーピング エージェン ト のデバッグ  メ ッセージを表示します。

event DHCP スヌーピング イベン ト のデバッグ  メ ッセージを表示します。

packet DHCP スヌーピングのデバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表
示します。
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debug ip verify source packet
debug ip verify source packet 
IP 送信元ガードのデバッグをイネーブルにするには、 debug ip verify source packet 特権 EXEC 
コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使
用します。

debug ip verify source packet 

no debug ip verify source packet

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug ip verify source packet コマン ドは、no debug ip verify source packet コマン ド と同じで
す。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表
示します。
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debug ip igmp filter
debug ip igmp filter
インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） フ ィルタ  イベン ト のデバッグをイネーブル
にするには、 debug ip igmp filter 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブル
にする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug ip igmp filter

no debug ip igmp filter

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug ip igmp filter コマン ドは、 no debug ip igmp filter コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug ip igmp max-groups
debug ip igmp max-groups
インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） 最大グループ イベン ト のデバッグをイネー
ブルにするには、 debug ip igmp max-groups 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグを
ディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug ip igmp max-groups

no debug ip igmp max-groups

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug ip igmp max-groups コマン ドは、 no debug ip igmp max-groups コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug ip igmp snooping
debug ip igmp snooping
インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） スヌーピング アクテ ィ ビテ ィのデバッグを
イネーブルにするには、 debug igmp snooping 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグを
ディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug ip igmp snooping [group | management | querier | router | timer] 

no debug ip igmp snooping [group | management | querier | router | timer]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug ip igmp snooping コマン ドは、 no debug ip igmp snooping コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

group （任意） IGMP スヌーピング グループ アクテ ィ ビテ ィのデバッグ メ ッセー
ジを表示します。

management （任意） IGMP スヌーピング管理アクテ ィ ビテ ィのデバッグ メ ッセージを表
示します。

querier （任意） IGMP スヌーピング クエ リ ア デバッグ メ ッセージを表示します。

router （任意） IGMP スヌーピング ルータ  アクテ ィ ビテ ィのデバッグ メ ッセージ
を表示します。

timer （任意） IGMP スヌーピング タ イマー イベン ト のデバッグ  メ ッセージを表
示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

debug platform ip 
igmp snooping

プラ ッ ト フォームに依存する  IGMP スヌーピング アクテ ィ ビテ ィに関
する情報を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示します。
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debug lacp
debug lacp 
Link Aggregation Control Protocol （LACP） のアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするに
は、 debug lacp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 こ
のコマン ドの no 形式を使用します。

debug lacp [all | event | fsm | misc | packet]

no debug lacp [all | event | fsm | misc | packet]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug lacp コマン ドは、 no debug lacp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all （任意） LACP デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

event （任意） LACP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

fsm （任意） LACP 有限ステー ト  マシン  デバッグ メ ッセージを表示します。

misc （任意） 各種 LACP デバッグ メ ッセージを表示します。

packet （任意） LACP パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show lacp LACP チャネル グループ情報を表示します。
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debug lldp packets
debug lldp packets
リ ンク層検出プロ ト コル （LLDP） のパケッ ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug lldp 
packets 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマ
ン ドの no 形式を使用します。

debug lldp packets

no debug lldp packets

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug lldp packets コマン ドは、 no debug lldp packets コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug mac-notification
debug mac-notification
MAC 通知イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug mac-notification 特権 EXEC コ
マン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用
します。

debug mac-notification

no debug mac-notification

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug mac-notification コマン ドは、 no debug mac-notification コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show mac 
address-table 
notification

すべてのインターフェイスまたは指定されたインターフェイスに対す
る  MAC アド レス通知情報を表示します。
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debug matm
debug matm
プラ ッ ト フォーム独立 MAC アド レス管理のデバッグをイネーブルにするには、 debug matm 特
権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug matm 

no debug matm

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug matm コマン ドは、 no debug matm コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

debug platform matm プラ ッ ト フォームに依存する  MAC アド レス管理に関する情報を表示
します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
B-24
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

付録 B     Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッ チの debug コマンド
debug matm move update
debug matm move update
MAC アド レス  テーブル移行更新メ ッセージ処理のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
matm move update 特権 EXEC コマン ドを使用します。

debug matm move update

no debug matm move update

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug matm move update コマン ドは、 no debug matm move update コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)SED このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

mac address-table 
move update {receive | 
transmit}

スイ ッチに MAC アド レス  テーブル移行更新機能を設定します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show mac 
address-table move 
update

スイ ッチに MAC アド レス  テーブル移行更新情報を表示します。
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debug monitor
debug monitor
スイ ッチド  ポー ト  アナラ イザ （SPAN） 機能のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
monitor 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマ
ン ドの no 形式を使用します。

debug monitor {all | errors | idb-update | info | list | notifications | platform | requests | snmp}

no debug monitor {all | errors | idb-update | info | list | notifications | platform | requests | snmp}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug monitor コマン ドは、 no debug monitor コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

all すべての SPAN デバッグ メ ッセージを表示します。

errors 詳細 SPAN エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

idb-update SPAN インターフェイス記述ブロ ッ ク （IDB） 更新 ト レース  デバッグ メ ッ
セージを表示します。

info SPAN 情報追跡デバッグ メ ッセージを表示します。

list SPAN ポー トおよび VLAN リ ス ト追跡デバッグ メ ッセージを表示します。

notifications SPAN 通知デバッグ メ ッセージを表示します。

platform SPAN プラ ッ ト フォーム追跡デバッグ メ ッセージを表示します。

requests SPAN 要求デバッグ メ ッセージを表示します。

snmp SPAN および簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） 追跡デバッグ 
メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug monitor
関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show monitor スイ ッチ上の SPAN および Remote SPAN （RSPAN） セッシ ョ ンについ
てのすべての情報を表示します。
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debug mvrdbg
debug mvrdbg
Multicast VLAN Registration （MVR） のデバッグをイネーブルにするには、 debug mvrdbg 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug mvrdbg {all | events | igmpsn | management | ports}

no debug mvrdbg {all | events | igmpsn | management | ports}

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug mvrdbg コマン ドは、 no debug mvrdbg コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all MVR アクテ ィ ビテ ィ  デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

events MVR イベン ト処理デバッグ  メ ッセージを表示します。

igmpsn MVR インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） スヌーピング 
アクテ ィ ビテ ィ  デバッグ メ ッセージを表示します。

management MVR 管理アクテ ィ ビテ ィ  デバッグ メ ッセージを表示します。

ports MVR ポー ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show mvr 現在の MVR 設定を表示します。
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debug nmsp
debug nmsp
スイ ッチのネッ ト ワーク  モビ リ テ ィ  サービス  プロ ト コル （NMSP） のデバッグをイネーブルに
するには、 debug nmsp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 このコマン ドは、 スイ ッチで暗号
化ソフ ト ウェア イ メージが実行されている場合にだけ利用できます。 デバッグをディセーブル
にする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug nmsp {all | connection | error | event | packet | rx | tx}

no debug nmsp

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug nmsp コマン ドは、 no debug nmsp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show nmsp NMSP 情報を表示します。
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debug nvram
debug nvram
NVRAM のアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug nvram 特権 EXEC コマ
ン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用し
ます。

debug nvram

no debug nvram

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug nvram コマン ドは、 no debug nvram コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug pagp
debug pagp
ポー ト集約プロ ト コル （PAgP） のアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
pagp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン
ドの no 形式を使用します。

debug pagp [all | dual-active | event | fsm | misc | packet]

no debug pagp [all | dual-active | event | fsm | misc | packet]

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug pagp コマン ドは、 no debug pagp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all （任意） PAgP デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

dual-active （任意） デュアル アクテ ィブ検出メ ッセージを表示します。

event （任意） PAgP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

fsm （任意） PAgP 有限ステー ト  マシン  デバッグ メ ッセージを表示します。

misc （任意） 各種 PAgP デバッグ メ ッセージを表示します。

packet （任意） PAgP パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(46)SE dual-active キーワードが追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show pagp PAgP チャネル グループ情報を表示します。
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debug platform acl
debug platform acl
アクセス  コン ト ロール リ ス ト （ACL） マネージャのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform acl 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

debug platform acl {all | exit | label | main | stack | warn}

no debug platform acl {all | exit | label | main | warn}

構文の説明

（注） racl、 vacl、 および vlmap キーワードはコマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されます
が、 サポー ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform acl コマン ドは、 no debug platform acl コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all ACL マネージャ  デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

exit ACL 終了関連デバッグ メ ッセージを表示します。

label ACL ラベル関連デバッグ  メ ッセージを表示します。

main 主な、 または重要な ACL デバッグ メ ッセージを表示します。

stack ACL スタ ッ ク関連デバッグ  メ ッセージを表示します。

warn ACL 警告関連デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 stack キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 
2960-S スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform backup interface
debug platform backup interface
Flex Link プラ ッ ト フォーム  バッ クアップ インターフェイスのデバッグをイネーブルにするに
は、 debug platform backup interface 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセー
ブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform backup interface

no debug platform backup interface

（注） このコマン ドを使用するには、 スイ ッチが LAN Base イ メージを実行している必要があ り ます。

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト プラ ッ ト フォーム  バッ クアップ インターフェイス  デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform backup interface コマン ドは、no debug platform backup interface コマン ド と
同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform cisp
debug platform cisp 
Client Information Signalling Protocol （CISP） 対応インターフェイスが 1 つ以上あるスイ ッチの
プラ ッ ト フォーム  レベル デバッグをイネーブルにするには、 debug platform cisp グローバル 
コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

debug platform cisp [initialization | interface-configuration | rpc]

no debug platform cisp [initialization | interface-configuration | rpc]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform cisp コマン ドは、 no debug platform cisp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して、 スタ ッ ク  メ ンバのコマン ド ラ イン  プロ
ンプ ト で debug コマン ドを入力します。 最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ スイ ッチのデ
バッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote command 
stack-member-number <line> 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

initialization CISP 初期化シーケンスのデバッグをイネーブルにします。

interface-configuration CISP 設定のデバッグをイネーブルにします。

rpc CISP RPC 要求のデバッグをイネーブルにします。

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

cisp enable Client Information Signalling Protocol （CISP）
をイネーブルにします。

dot1x credentials (global configuration) profile プロファ イルをサプ リ カン ト  スイ ッチに設定
します。

show cisp 指定されたインターフェイスの CISP 情報を
表示します。
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debug platform cli-redirection main
主要 （重要） なコマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） リ ダイレ クシ ョ ン  イベン ト のデバッ
グをイネーブルにするには、 debug platform cli-redirection main 特権 EXEC コマン ドを使用し
ます。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform cli-redirection main

no debug platform cli-redirection main

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform cli-redirection main コマン ドは、 no debug platform cli-redirection main コマ
ン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。
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debug platform cli-redirection main
使用上のガイドライン undebug platform configuration コマン ドは、no debug platform configuration コマン ド と同じで
す。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform cpu-queues
debug platform cpu-queues
プラ ッ ト フォーム  CPU 受信キューのデバッグをイネーブルにするには、 debug platform 
cpu-queues 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコ
マン ドの no 形式を使用します。

debug platform cpu-queues {broadcast-q | cbt-to-spt-q | cpuhub-q | host-q | icmp-q | 
igmp-snooping-q | layer2-protocol-q | logging-q | remote-console-q | software-fwd-q | 
stp-q}

no debug platform cpu-queues {broadcast-q | cbt-to-spt-q | cpuhub-q | host-q | icmp-q | 
igmp-snooping-q | layer2-protocol-q | logging-q | remote-console-q | software-fwd-q | 
stp-q}

構文の説明

（注） routing-protocol-Q および rpffail-q キーワードは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表
示されていますが、 サポー ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

broadcast-q ブロードキャス ト  キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッグ 
メ ッセージを表示します。

cbt-to-spt-q core-based tree to shortest-path tree （cbt-to-spt） キューによって受信された
パケッ ト に関するデバッグ メ ッセージを表示します。

cpuhub-q CPU ハー ト ビー ト  キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッグ 
メ ッセージを表示します。

host-q ホス ト  キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッグ メ ッセージ
を表示します。

icmp-q インターネッ ト制御メ ッセージ プロ ト コル （ICMP） キューによって受信
されたパケッ ト に関するデバッグ メ ッセージを表示します。

igmp-snooping-q インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） スヌーピング キュー
によって受信されたパケッ ト に関するデバッグ メ ッセージを表示します。

layer2-protocol-q レイヤ 2 プロ ト コル キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッ
グ メ ッセージを表示します。

logging-q ロギング キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッグ メ ッセー
ジを表示します。

remote-console-q リ モー ト  コンソール キューによって受信されたパケッ ト に関するデバッ
グ メ ッセージを表示します。

software-fwd-q ソフ ト ウェア フォワーディ ング キューによって受信されたパケッ ト をデ
バッグします。

stp-q スパニングツ リー プロ ト コル （STP） キューによって受信されたパケッ
ト をデバッグします。
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debug platform cpu-queues
コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform cpu-queues コマン ドは、 no debug platform cpu-queues コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform dot1x
debug platform dot1x
IEEE 802.1x イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug platform dot1x 特権 EXEC コ
マン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用
します。

debug platform dot1x {initialization | interface-configuration | rpc}

no debug platform dot1x {initialization | interface-configuration | rpc}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform dot1x コマン ドは、 no debug platform dot1x コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

initialization IEEE 802.1x 認証初期化シーケンス  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

interface-configuration IEEE 802.1x インターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン関連デ
バッグ メ ッセージを表示します。

rpc IEEE 802.1x リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） 要求デバッグ 
メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform etherchannel
debug platform etherchannel
プラ ッ ト フォームに依存する  EtherChannel イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、
debug platform etherchannel 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにす
る場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform etherchannel {init | link-up | rpc | warnings}

no debug platform etherchannel {init | link-up | rpc | warnings}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform etherchannel コマン ドは、 no debug platform etherchannel コマン ド と同じで
す。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

init EtherChannel モジュール初期化デバッグ  メ ッセージを表示します。

link-up EtherChannel リ ンクアップおよびリ ンクダウンに関連したデバッグ  メ ッセー
ジを表示します。

rpc EtherChannel リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） デバッグ メ ッセージを
表示します。

warnings EtherChannel 警告デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform forw-tcam
debug platform forw-tcam
フォワーディ ング Ternary Content Addressable Memory （TCAM） マネージャのデバッグをイ
ネーブルにするには、 debug platform forw-tcam 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグ
をディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform forw-tcam [adjustment | allocate | audit | error | move | read | write]

no debug platform forw-tcam [adjustment | allocate | audit | error | move | read | write]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン キーワードが指定されない場合、 転送 TCAM マネージャ  デバッグ メ ッセージがすべて表示さ
れます。

undebug platform forw-tcam コマン ドは、 no debug platform forw-tcam コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

adjustment （任意） TCAM マネージャ調整デバッグ メ ッセージを表示します。

allocate （任意） TCAM マネージャ割り当てデバッグ メ ッセージを表示します。

audit （任意） TCAM マネージャ監査メ ッセージを表示します。

error （任意） TCAM マネージャ  エラー メ ッセージを表示します。

move （任意） TCAM マネージャ移行メ ッセージを表示します。

read （任意） TCAM マネージャ読み込みメ ッセージを表示します。

write （任意） TCAM マネージャ書き込みメ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform frontend-controller
debug platform frontend-controller
フロン ト エン ド  コン ト ローラ  アクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform frontend-controller 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにす
る場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform frontend-controller {all | image | led | manager | poe | register | thermal}

no debug platform frontend-controller {all | image | led | manager | poe | register | thermal}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン このコマン ドは、 PoE スイ ッチだけでサポー ト されています。

undebug platform frontend-controller コマン ドは、 no debug platform frontend-controller コマ
ン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all フロン ト エン ド  コン ト ローラのデバッグ メ ッセージをすべて表示します。

image Image Manager デバッグ メ ッセージを表示します。

led LED デバッグ メ ッセージを表示します。

manager フロン ト エン ド  コン ト ローラ  マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

poe Power over Ethernet （PoE） デバッグ メ ッセージを表示します。

register Register Access デバッグ メ ッセージを表示します。

thermal 温度デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(40)SE このコマン ドが追加されました。 
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debug platform frontend-controller
コマンド 説明

show platform 
frontend-controller

フロン ト エン ド  コン ト ローラ  マネージャ とその従属アプ リ ケーシ ョ
ンのカウンタおよびステータス情報を表示します。 また、 フロン ト
エン ド  コン ト ローラのハード ウェアおよびソフ ト ウェア情報を表示
します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform ip arp inspection
ダイナ ミ ッ ク  アド レス解決プロ ト コル （ARP） インスペクシ ョ ン  イベン ト をデバッグするに
は、debug platform ip arp inspection 特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブ
ルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform ip arp inspection {all | error | event | packet | rpc}

no debug platform ip arp inspection {all | error | event | packet | rpc}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform ip arp inspection コマン ドは、no debug platform ip arp inspection コマン ド と
同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべてのダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ン  デバッグ メ ッセージを表示
します。

error ダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ン  エラー デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

event ダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ン  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示
します。

packet ダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ン  パケッ ト関連デバッグ メ ッセージを
表示します。

rpc ダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ン  リ モー ト  プロシージャ  コール
（RPC） 要求デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show inventory ダイナ ミ ッ ク  ARP インスペクシ ョ ンの設定および動作ステー ト を表
示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform ip dhcp
debug platform ip dhcp
DHCP イベン ト をデバッグするには、 debug platform ip dhcp 特権 EXEC コマン ドを使用しま
す。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform ip dhcp [all | error | event | packet | rpc]

no debug platform ip dhcp [all | error | event | packet | rpc]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform ip dhcp コマン ドは、 no debug platform ip dhcp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all （任意） DHCP デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

error （任意） DHCP エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

event （任意） DHCP イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

packet （任意） DHCP パケッ ト関連デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc （任意） DHCP リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） 要求デバッグ 
メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show ip dhcp snooping DHCP スヌーピング設定を表示します。

show ip dhcp snooping 
binding 

DHCP スヌーピング バインディ ング情報を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform ip igmp snooping
プラ ッ ト フォーム依存型インターネッ ト  グループ管理プロ ト コル （IGMP） スヌーピングのデ
バッグをイネーブルにするには、 debug platform ip igmp snooping 特権 EXEC コマン ドを使用
します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform ip igmp snooping {all | di | error | event | group | mgmt | pak | retry | rpc | warn}

debug platform ip igmp snooping pak {ip-address | error | ipopt | leave| query | report | rx | svi 
| tx}

debug platform ip igmp snooping rpc [cfg | misc | vlan]

no debug platform ip igmp snooping {all | di | error | event | group | mgmt | pak | retry | rpc | 
warn}

構文の説明 all すべての IGMP スヌーピング デバッグ メ ッセージを表示します。

di IGMP スヌーピング宛先インデッ ク ス （di） 調整 リモー ト  プロシージャ  
コール （RPC） デバッグ メ ッセージを表示します。

error IGMP スヌーピング エラー メ ッセージを表示します。

event IGMP スヌーピング イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

group IGMP スヌーピング グループ デバッグ メ ッセージを表示します。

mgmt IGMP スヌーピング管理デバッグ メ ッセージを表示します。

pak {ip-address | 
error | ipopt | leave | 
query | report | rx | 
svi | tx}

IGMP スヌーピング パケッ ト  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示しま
す。 キーワードの意味は次のとおりです。

• ip-address ： IGMP グループの IP アド レス

• error ： IGMP スヌーピング パケッ ト  エラー デバッグ メ ッセージを
表示します。

• ipopt ： IGMP スヌーピング IP ブ リ ッジング オプシ ョ ン  デバッグ 
メ ッセージを表示します。

• leave ： IGMP スヌーピング脱退デバッグ メ ッセージを表示します。

• query ： IGMP スヌーピング クエ リー デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• report ： IGMP スヌーピング レポー ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• rx ： IGMP スヌーピング受信パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• svi ： IGMP スヌーピング Switched Virtual Interface （SVI; スイ ッチ仮
想インターフェイス） パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

• tx ： IGMP スヌーピング送信パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

retry IGMP スヌーピング リ ト ラ イ  デバッグ メ ッセージを表示します。
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debug platform ip igmp snooping
（注） rpc l3mm キーワードは、 コマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングには表示されていますが、 サ
ポー ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform ip igmp snooping コマン ドは、 no debug platform ip igmp snooping コマン ド
と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

rpc [cfg | misc | vlan] IGMP スヌーピング リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） イベン ト  デ
バッグ メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• cfg ： （任意） IGMP スヌーピング RPC デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• misc ： （任意） IGMP スヌーピングのその他の RPC デバッグ メ ッ
セージを表示します。

• vlan ： （任意） IGMP スヌーピング VLAN アサー ト  RPC デバッグ 
メ ッセージ

warn IGMP スヌーピング警告メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

debug ip igmp 
snooping

プラ ッ ト フォーム独立 IGMP スヌーピング アクテ ィ ビテ ィに関する情
報を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform ip source-guard
IP 送信元ガード  イベン ト をデバッグするには、debug platform ip source-guard 特権 EXEC コマ
ン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用し
ます。

debug platform ip source-guard {all | error | event}

no debug platform ip source-guard {all | error | event }

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform ip source-guard コマン ドは、no debug platform ip source-guard コマン ド と同
じです。

関連コマンド

all すべての IP 送信元ガード  プラ ッ ト フォーム  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

error IP 送信元ガード  プラ ッ ト フォーム  エラー デバッグ メ ッセージを表示しま
す。

event IP 送信元ガード  プラ ッ ト フォーム  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

リ リース 変更内容

12.2(50)SE このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show ip verify source IP 送信元ガードの設定を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ  タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform led
Light-Emitting Diode （LED） 動作のデバッグをイネーブルにするには、 debug platform led 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug platform led {generic | signal | stack}

no debug platform led {generic | signal | stack}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform led コマン ドは、 no debug platform led コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

generic LED 総称アクシ ョ ン  デバッグ メ ッセージを表示します。

signal LED 信号ビッ ト  マップ デバッグ メ ッセージを表示します。

stack LED スタ ッ ク  アクシ ョ ン  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 stack キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 
2960-S スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform matm
プラ ッ ト フォームに依存する  MAC アド レス管理のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform matm 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 こ
のコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform matm {aging | all | ec-aging | errors | learning | rpc | secure-address | warnings}

no debug platform matm {aging | all | ec-aging | errors | learning | rpc | secure-address | 
warnings}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform matm コマン ドは、 no debug platform matm コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

aging MAC アド レス  エージング  デバッグ メ ッセージを表示します。

all すべてのプラ ッ ト フォーム  MAC アド レス管理イベン ト  デバッグ メ ッセー
ジを表示します。

ec-aging EtherChannel アド レス  エージング関連デバッグ  メ ッセージを表示します。

errors MAC アド レス管理エラー メ ッセージを表示します。

learning MAC アド レス管理アド レス学習デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc MAC アド レス管理リモー ト  プロシージャ  コール （RPC） 関連デバッグ 
メ ッセージを表示します。

secure-address MAC アド レス管理セキュア アド レス学習デバッグ メ ッセージを表示しま
す。

warning MAC アド レス管理警告メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

debug matm プラ ッ ト フォーム独立 MAC アド レス管理に関する情報を表示します。

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform messaging application
アプ リ ケーシ ョ ン  メ ッセージング  アクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform messaging application 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルに
する場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform messaging application {all | badpak | cleanup | events | memerr | messages | 
stackchg | usererr}

no debug platform messaging application {all | badpak | cleanup | events | memerr | messages 
| stackchg | usererr}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform messaging application コマン ドは、 no debug platform messaging application 
コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

all すべてのアプ リ ケーシ ョ ン  メ ッセージング デバッグ メ ッセージを表
示します。

badpak 不良パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

cleanup ク リーンアップ デバッグ メ ッセージを表示します。

events イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

memerr メモ リ  エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

messages アプ リ ケーシ ョ ン  メ ッセージング デバッグ メ ッセージを表示します。

stackchg スタ ッ ク変更デバッグ メ ッセージを表示します。

usererr ユーザ エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 stackchg キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 
2960-S スイ ッチにだけ追加されました。
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debug platform messaging application
関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform phy
PHY ド ラ イバ情報のデバッグをイネーブルにするには、 debug platform phy 特権 EXEC コマン
ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用しま
す。

debug platform phy {automdix | cablediag | dual-purpose | flcd {configure | ipc | iter | trace} | 
flowcontrol | forced | init-seq | link-status | read | sfp | show-controller | speed | write | 
xenpak}

no debug platform phy {automdix | cablediag | dual-purpose | flcd {configure | ipc | iter | trace} 
| flowcontrol | forced | init-seq | link-status | read | sfp | show-controller | speed | write | 
xenpak}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

automdix PHY Automatic Medium-Dependent Interface Crossover （Auto-MDIX） デ
バッグ メ ッセージを表示します。

cablediag PHY ケーブル診断デバッグ  メ ッセージを表示します。

dual-purpose PHY 兼用イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

flcd {configure | ipc | 
iter | trace}

PHY FLCD デバッグ メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次
のとおりです。

• configure ： PHY 設定デバッグ メ ッセージを表示します。

• ipc ： プロセス間通信 （IPC） デバッグ メ ッセージを表示します。

• iter ： iter デバッグ メ ッセージを表示します。

• trace ： 追跡デバッグ メ ッセージを表示します。

flowcontrol PHY フロー制御デバッグ メ ッセージを表示します。

forced PHY 強制モード  デバッグ メ ッセージを表示します。

init-seq PHY 初期化シーケンス  デバッグ メ ッセージを表示します。

link-status PHY リ ンク ステータス  デバッグ メ ッセージを表示します。

read PHY 読み取りデバッグ メ ッセージを表示します。

sfp PHY Small Form-Factor Pluggable （SFP） モジュール デバッグ メ ッセー
ジを表示します。

show-controller PHY show-controller デバッグ メ ッセージを表示します。

speed PHY 速度変更デバッグ メ ッセージを表示します。

write PHY 書き込みデバッグ メ ッセージを表示します。

xenpak PHY XENPAK デバッグ メ ッセージを表示します。
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debug platform phy
コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform phy コマン ドは、 no debug platform phy コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform pm
プラ ッ ト フォームに依存するポー ト  マネージャ  ソフ ト ウェア モジュールのデバッグをイネー
ブルにするには、 debug platform pm 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセー
ブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform pm {all | counters | errdisable | etherchnl | exceptions | hpm-events | idb-events 
| if-numbers | ios-events | link-status | platform | pm-events | pm-span | pm-vectors [detail] 
| rpc [general | oper-info | state | vectors | vp-events] | soutput-vectors | stack-manager | sync 
| vlans}

no debug platform pm {all | counters | errdisable | etherchnl | exceptions | hpm-events | 
idb-events | if-numbers | ios-events | link-status | platform | pm-events | pm-span | 
pm-vectors [detail] | rpc [general | oper-info | state | vectors | vp-events] | soutput-vectors | 
stack-manager | sync | vlans}

構文の説明 all すべてのポー ト  マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

counters リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） デバッグ メ ッセージのカウン
タを表示します。

errdisable error-disabled 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

etherchnl EtherChannel 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

exceptions システム例外デバッグ  メ ッセージを表示します。

hpm-events プラ ッ ト フォーム  ポー ト  マネージャ  イベン ト  デバッグ メ ッセージを
表示します。

idb-events Interface Descriptor Block （IDB） 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを
表示します。

if-numbers インターフェイス番号 ト ランスレーシ ョ ン  イベン ト  デバッグ メ ッ
セージを表示します。

ios-events Cisco IOS イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

link-status インターフェイス  リ ンク検出イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

platform ポー ト  マネージャ機能イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

pm-events ポー ト  マネージャ  イベン ト  デバッグ メ ッセージ を表示します。

pm-span ポー ト  マネージャ  スイ ッチド  ポー ト  アナラ イザ （SPAN） 関連イベン
ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

pm-vectors [detail] ポー ト  マネージャ  ベク タ関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。 キーワードの意味は次のとおりです。

• detail ： ベク タ機能詳細を表示します。
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debug platform pm
デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform pm コマン ドは、 no debug platform pm コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

rpc [general | 
oper-info | state | 
vectors | vp-events]

RPC 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。 キーワードの
意味は次のとおりです。

• general ： （任意） RPC 一般イベン ト を表示します。

• oper-info ： （任意） 操作および情報関連 RPC メ ッセージを表示し
ます。

• state ： （任意） 管理および操作関連 RPC メ ッセージを表示します。

• vectors ： （任意） ベク タ関連 RPC メ ッセージを表示します。

• vp-events ： （任意） 仮想ポー ト関連イベン ト  RPC メ ッセージを表
示します。

soutput-vectors IDB 出力ベク タ  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

stack-manager スタ ッ ク  マネージャ関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

sync 操作同期および VLAN ラ インステー ト  イベン ト  デバッグ メ ッセージ
を表示します。

vlans VLAN 作成および削除イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 stack-manager キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  
Catalyst 2960-S スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform port-asic
ポー ト特定用途向け集積回路 （ASIC） ド ラ イバのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform port-asic 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、
このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform port-asic {interrupt | periodic | read | stack | write}

no debug platform port-asic {interrupt | periodic | read | stack | write}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform port-asic コマン ドは、 no debug platform port-asic コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

interrupt ポー ト  ASIC 割り込み関連機能デバッグ メ ッセージを表示します。

periodic ポー ト  ASIC 定期機能コール デバッグ メ ッセージを表示します。

read ポー ト  ASIC 読み取りデバッグ メ ッセージを表示します。

stack スタ ッ ク関連機能デバッグ メ ッセージを表示します。

write ポー ト  ASIC 書き込みデバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 stack キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 
2960-S スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform port-security
debug platform port-security
プラ ッ ト フォームに依存するポー ト  セキュ リ テ ィ情報のデバッグをイネーブルにするには、
debug platform port-security 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにす
る場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform port-security {add | aging | all | delete | errors | rpc | warnings}

no debug platform port-security {add | aging | all | delete | errors | rpc | warnings}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform port-security コマン ドは、 no debug platform port-security コマン ド と同じで
す。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

add セキュア アド レス追加デバッグ メ ッセージを表示します。

aging セキュア アド レス  エージング  デバッグ メ ッセージを表示します。

all すべてのポー ト  セキュ リ テ ィ  デバッグ メ ッセージを表示します。

delete セキュア アド レス削除デバッグ メ ッセージを表示します。

errors ポー ト  セキュ リ テ ィ  エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

warnings 警告デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform qos-acl-tcam
debug platform qos-acl-tcam
Quality of Service （QoS） およびアクセス  コン ト ロール リ ス ト （ACL） Ternary Content 
Addressable Memory （TCAM） マネージャ  ソフ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、
debug platform qos-acl-tcam 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにす
る場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform qos-acl-tcam {all | ctcam | errors | labels | mask | rpc | tcam}

no debug platform qos-acl-tcam {all | ctcam | errors | labels | mask | rpc | tcam}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform qos-acl-tcam コマン ドは、 no debug platform qos-acl-tcam コマン ド と同じで
す。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべての QoS および ACL TCAM （QATM） マネージャ  デバッグ メ ッセー
ジを表示します。

ctcam Cisco TCAM （CTCAM） 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示しま
す。

errors QATM エラー関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

labels QATM ラベル関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

mask QATM マスク関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc QATM リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） 関連イベン ト  デバッグ メ ッ
セージを表示します。

tcam QATM TCAM 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform resource-manager
debug platform resource-manager
リ ソース  マネージャ  ソフ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、 debug platform 
resource-manager 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、
このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform resource-manager {all | dm | erd | errors | madmed | sd | stats | vld}

no debug platform resource-manager {all | dm | erd | errors | madmed | sd | stats | vld}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform resource-manager コマン ドは、no debug platform resource-manager コマン ド
と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべての リ ソース  マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

dm 宛先マップ デバッグ メ ッセージを表示します。

erd 等コス ト  ルー ト記述子テーブル デバッグ メ ッセージを表示します。

errors エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

madmed MAC アド レス記述子テーブルおよびマルチエクスパンシ ョ ン記述子テーブ
ル デバッグ メ ッセージを表示します。

sd ステーシ ョ ン記述子テーブル デバッグ メ ッセージを表示します。

stats 統計デバッグ メ ッセージを表示します。

vld VLAN リ ス ト記述子デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform snmp
debug platform snmp
プラ ッ ト フォームに依存する簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） ソ フ ト ウェアのデ
バッグをイネーブルにするには、 debug platform snmp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デ
バッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform snmp

no debug platform snmp

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform snmp コマン ドは、 no debug platform snmp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform span
debug platform span
プラ ッ ト フォームに依存するスイ ッチド  ポー ト  アナラ イザ （SPAN） ソ フ ト ウェアのデバッグ
をイネーブルにするには、 debug platform span 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグを
ディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform span

no debug platform span

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform span コマン ドは、 no debug platform span コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform stack-manager
debug platform stack-manager
スタ ッ ク  マネージャ  ソフ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、 debug platform 
stack-manager 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 こ
のコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform stack-manager {all | rpc | sdp | sim | ssm | trace}

no debug platform stack-manager {all | rpc | sdp | sim | ssm | trace}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform stack-manager コマン ドは、 no debug platform stack-manager コマン ド と同
じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべてのスタ ッ ク  マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc スタ ッ ク  マネージャ  リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） 使用状況デバッグ 
メ ッセージを表示します。

sdp スタ ッ ク  ディ スカバ リ  プロ ト コル （SDP） デバッグ メ ッセージを表示します。

sim スタ ッ ク情報モジュール デバッグ メ ッセージを表示します。

ssm スタ ッ ク  ステー ト マシン  デバッグ メ ッセージを表示します。

trace スタ ッ ク  マネージャの入口と出口のデバッグ  メ ッセージを追跡します。

リ リース 変更内容

12.2(53)SE1 このコマン ドが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 2960-S 
スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform supervisor-asic
debug platform supervisor-asic
スーパーバイザ特定用途向け集積回路 （ASIC） のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
platform supervisor-asic 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場
合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform supervisor-asic {all | errors | receive | send}

no debug platform supervisor-asic {all | errors | receive | send}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform supervisor-asic コマン ドは、 no debug platform supervisor-asic コマン ド と同
じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all すべてのスーパーバイザ ASIC イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

errors スーパーバイザ ASIC エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

receive スーパーバイザ ASIC 受信デバッグ メ ッセージを表示します。

send スーパーバイザ ASIC 送信デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform sw-bridge
debug platform sw-bridge
ソフ ト ウェア ブ リ ッジング機能のデバッグをイネーブルにするには、 debug platform 
sw-bridge 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコ
マン ドの no 形式を使用します。

debug platform sw-bridge {broadcast | control | multicast | packet | unicast}

no debug platform sw-bridge {broadcast | control | multicast | packet | unicast}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform sw-bridge コマン ドは、 no debug platform sw-bridge コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

broadcast ブロードキャス ト  データ  デバッグ メ ッセージを表示します。

control プロ ト コル パケッ ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

multicast マルチキャス ト  データ  デバッグ メ ッセージを表示します。

packet 送受信データ  デバッグ メ ッセージを表示します。

unicast ユニキャス ト  データ  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform tcam
debug platform tcam 
Ternary Content Addressable Memory （TCAM） アクセスおよびルッ クアップのデバッグをイ
ネーブルにするには、 debug platform tcam 特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディ
セーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform tcam {log | read | search | write}

debug platform tcam log l2 {acl {input | output} | local | qos}

debug platform tcam log l3 {acl {input | output} | qos}

debug platform tcam read {reg | ssram | tcam}

debug platform tcam search

debug platform tcam write {forw-ram | reg | tcam}

no debug platform tcam {log | read | search | write}

no debug platform tcam log l2 {acl {input | output} | local | qos}

no debug platform tcam log l3 {acl {input | output} | qos}

no debug platform tcam read {reg | ssram | tcam}

no debug platform tcam search

no debug platform tcam write {forw-ram | reg | tcam}

構文の説明 log l2 {acl {input | output} | 
local | qos}

レイヤ 2 フ ィールド  ベース  CAM ルッ クアップ タ イプ デバッグ 
メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• acl {input | output} ： 入力または出力 ACL ルッ クアップ デ
バッグ メ ッセージを表示します。

• local ： ローカル フォワーディ ング ルッ クアップ デバッグ 
メ ッセージを表示します。

• qos ： 分類および Quality of Service （QoS） ルッ クアップ デ
バッグ メ ッセージを表示します。

l3 {acl {input | output} | 
qos}

レイヤ 3 フ ィールド  ベース  CAM ルッ クアップ タ イプ デバッグ 
メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• acl {input | output} ： 入力または出力 ACL ルッ クアップ デ
バッグ メ ッセージを表示します。

• qos ： 分類および Quality of Service （QoS） ルッ クアップ デ
バッグ メ ッセージを表示します。
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debug platform tcam
（注） l3 ipv6 {acl {input | output} | local | qos | secondary}、 l3 local、 および l3 secondary キーワード
は、 コマン ド ラ インのヘルプ  ス ト リ ングに表示されますが、 サポー ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform tcam コマン ドは、 no debug platform tcam コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

read {reg | ssram | tcam} TCAM 読み取りデバッグ メ ッセージを表示します。 キーワード
の意味は次のとおりです。

• reg ： TCAM レジスタ読み取りデバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• ssram ： Synchronous Static RAM （SSRAM） 読み取りデバッグ 
メ ッセージを表示します。

• tcam ： TCAM 読み取りデバッグ メ ッセージを表示します。

search スーパーバイザ主導 TCAM サーチ結果デバッグ メ ッセージを表
示します。

write {forw-ram | reg | 
tcam}

TCAM 書き込みデバッグ メ ッセージを表示します。 キーワード
の意味は次のとおりです。

forw-ram ： フォワーディ ング RAM 書き込みデバッグ メ ッセージ
を表示します。

reg ： TCAM レジスタ書き込みデバッグ メ ッセージを表示しま
す。

tcam ： TCAM 書き込みデバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug platform udld
debug platform udld
プラ ッ ト フォームに依存する単方向リ ンク検出 （UDLD） ソ フ ト ウェアのデバッグをイネーブ
ルにするには、 debug platform udld 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブ
ルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug platform udld [all | error | rpc {events | messages}]

no debug platform udld [all | error | rpc {events | messages}]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform udld コマン ドは、 no debug platform udld コマン ド と同じです。

関連コマンド

all （任意） UDLD デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

error （任意） エラー条件デバッグ メ ッセージを表示します。

rpc {events | messages} （任意） UDLD リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） デバッグ メ ッ
セージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• events ： UDLD RPC イベン ト を表示します。

• messages ： UDLD RPC メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
B-68
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

付録 B     Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッ チの debug コマンド
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debug platform vlan
VLAN マネージャ  ソフ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、debug platform vlan 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug platform vlan {errors | mvid | rpc}

no debug platform vlan {errors | mvid | rpc}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug platform vlan コマン ドは、 no debug platform vlan コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

errors VLAN エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

mvid マッピングされた VLAN ID の割り当ておよびフ リー デバッグ メ ッ
セージを表示します。

rpc リ モー ト  プロシージャ  コール （RPC） デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug pm
debug pm
ポー ト  マネージャ （PM） アクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug pm 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 PM は、 すべての論理および物理インターフェイスを制御する
ステー ト  マシンです。 VLAN や単方向リ ンク検出 （UDLD） などを含むすべての機能は、 ポー
ト  マネージャ と連携して、 スイ ッチに機能を提供します。 デバッグをディセーブルにする場合
は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug pm {all | assert | card | etherchnl | hatable | messages | port | redundancy | registry | sm 
| span | split | vlan | vp}

no debug pm {all | assert | card | etherchnl | hatable | messages | port | redundancy | registry | 
sm | span | split | vlan | vp}

構文の説明

（注） scp および pvlan キーワードはコマン ド ラ インのヘルプ ス ト リ ングに表示されますが、 サポー
ト されていません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

all すべての PM デバッグ メ ッセージを表示します。

assert アサー ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

card ラ インカード関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

etherchnl EtherChannel 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

hatable Host Access Table イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

messages PM デバッグ メ ッセージを表示します。

port ポー ト関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

redundancy 冗長デバッグ メ ッセージを表示します。

registry PM レジス ト リ呼び出しデバッグ メ ッセージを表示します。

sm ステー ト  マシン関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

span スパニングツ リー関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

split スプ リ ッ ト プロセッサ デバッグ メ ッセージを表示します。

vlan VLAN 関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

vp 仮想ポー ト関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug pm
使用上のガイドライン undebug pm コマン ドは、 no debug pm コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug port-security
debug port-security
ポー ト  セキュ リ テ ィ  サブシステムの割り当ておよびステー ト のデバッグをイネーブルにする
には、 debug port-security 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする
場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug port-security

no debug port-security

構文の説明 このコマン ドには、 引数またはキーワードはあ り ません。

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug port-security コマン ドは、 no debug port-security コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show port-security インターフェイスまたはスイ ッチのポー ト  セキュ リ テ ィ設定を表示し
ます。
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debug qos-manager
Quality of Service （QoS） マネージャ  ソフ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
qos-manager 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 この
コマン ドの no 形式を使用します。

debug qos-manager {all | event | verbose}

no debug qos-manager {all | event | verbose} 

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug qos-manager コマン ドは、 no debug qos-manager コマン ド と同じです。

関連コマンド

all すべての QoS マネージャ  デバッグ メ ッセージを表示します。

event QoS マネージャ関連イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

verbose QoS マネージャ詳細デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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debug spanning-tree 
スパニングツ リーのアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug spanning-tree 
特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug spanning-tree {all | backbonefast | bpdu | bpdu-opt | config | etherchannel | events | 
exceptions | general | mstp | pvst+ | root | snmp | switch | synchronization | uplinkfast}

no debug spanning-tree {all | backbonefast | bpdu | bpdu-opt | config | etherchannel | events | 
exceptions | general | mstp | pvst+ | root | snmp | switch | synchronization | uplinkfast}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

all スパニングツ リーのデバッグ  メ ッセージをすべて表示します。

backbonefast BackboneFast イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

bpdu スパニングツ リー ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） デ
バッグ メ ッセージを表示します。

bpdu-opt 最適化された BPDU 処理デバッグ メ ッセージを表示します。

config スパニングツ リー設定変更デバッグ メ ッセージを表示します。

csuf/csrt ク ロススタ ッ ク  UplinkFast およびク ロススタ ッ ク高速遷移アクテ ィ ビ
テ ィ  デバッグ メ ッセージを表示します。

etherchannel EtherChannel サポー ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

events スパニングツ リー ト ポロジ イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示しま
す。

exceptions スパニングツ リー例外デバッグ メ ッセージを表示します。

general 一般的なスパニングツ リー アクテ ィ ビテ ィ  デバッグ メ ッセージを表示
します。

mstp Multiple Spanning-Tree Protocol （MSTP） イベン ト をデバッグします。

pvst+ Per-VLAN Spanning-Tree Plus （PVST+） イベン ト  デバッグ メ ッセージを
表示します。

root スパニングツ リー ルー ト  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

snmp スパニングツ リー簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） 処理デ
バッグ メ ッセージを表示します。

synchronization スパニングツ リー同期イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

switch スイ ッチ シム  コマン ド  デバッグ メ ッセージを表示します。 このシム
は、 一般的なスパニングツ リー プロ ト コル （STP） コード と、 各スイ ッ
チ プラ ッ ト フォーム固有コード との間のインターフェイス となる ソフ
ト ウェア モジュールです。

uplinkfast UplinkFast イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。
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debug spanning-tree
コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree コマン ドは、 no debug spanning-tree コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

12.2(53)SE1 csuf/csrt キーワードが、 LAN Base イ メージを実行している  Catalyst 
2960-S スイ ッチにだけ追加されました。

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
B-75
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

付録 B     Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの debug コマンド
debug spanning-tree backbonefast
debug spanning-tree backbonefast
スパニングツ リー BackboneFast イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
spanning-tree backbonefast 特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブルにする
場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree backbonefast [detail | exceptions] 

no debug spanning-tree backbonefast [detail | exceptions]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree backbonefast コマン ドは、 no debug spanning-tree backbonefast コマン
ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

detail （任意） BackboneFast デバッグ メ ッセージの詳細を表示します。

exceptions （任意） スパニングツ リー BackboneFast 例外のデバッグ メ ッセージを表示し
ます。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
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debug spanning-tree bpdu
debug spanning-tree bpdu
送受信されたスパニングツ リー ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） のデバッグを
イネーブルにするには、 debug spanning-tree bpdu 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッ
グをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree bpdu [receive | transmit]

no debug spanning-tree bpdu [receive | transmit]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree bpdu コマン ドは、 no debug spanning-tree bpdu コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

receive （任意） 受信 BPDU 用非最適化パスのデバッグ メ ッセージを表示します。

transmit （任意） 送信された BPDU デバッグ メ ッセージについて、 最適化されないパ
スを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
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debug spanning-tree bpdu-opt
最適化されたスパニングツ リー ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） 処理のデバッ
グをイネーブルにするには、 debug spanning-tree bpdu-opt 特権 EXEC コマン ドを使用します。
デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree bpdu-opt [detail | packet]

no debug spanning-tree bpdu-opt [detail | packet]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree bpdu-opt コマン ドは、 no debug spanning-tree bpdu-opt コマン ド と同じ
です。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

detail （任意） 最適化された BPDU 処理デバッグ メ ッセージの詳細を表示します。

packet （任意） パケッ ト  レベルの最適化された BPDU 処理デバッグ メ ッセージを表
示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
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debug spanning-tree mstp 
Multiple Spanning-Tree Protocol （MSTP） ソ フ ト ウェアのデバッグをイネーブルにするには、
debug spanning-tree mstp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする
場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree mstp {all | boundary | bpdu-rx | bpdu-tx | errors | flush | init | migration | 
pm | proposals | region | roles | sanity_check | sync | tc | timers}

no debug spanning-tree mstp {all | boundary | bpdu-rx | bpdu-tx | errors | flush | init | migration 
| pm | proposals | region | roles | sanity_check | sync | tc | timers}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

all デバッグ メ ッセージをすべてイネーブルにします。

boundary 次に示す境界上でのフラグ変更をデバッグします。

• Multiple Spanning-Tree （MST） リージ ョ ン と、 高速スパニングツ リー プ
ロ ト コル （RSTP） が稼働する単一のスパニングツ リー リージ ョ ン との
境界

• MST リージ ョ ン と、 802.1D が稼働する単一のスパニングツ リー リー
ジ ョ ン との境界

• MST リージ ョ ン と、 設定が異なる別の MST リージ ョ ン との境界

bpdu-rx 受信した MST ブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） をデバッグし
ます。

bpdu-tx 送信された MST BPDU をデバッグします。

errors MSTP エラーをデバッグします。

flush ポー ト  フラ ッシュ  メ カニズムをデバッグします。

init MSTP データ構造の初期化をデバッグします。

migration プロ ト コル移行ステー ト  マシンをデバッグします。

pm MSTP ポー ト  マネージャ  イベン ト をデバッグします。

proposals 指定スイ ッチとルー ト  スイ ッチ間のハンドシェイ ク  メ ッセージをデバッグ
します。

region スイ ッチ プロセッサ （SP） とルー ト  プロセッサ （RP） 間の リージ ョ ン同期
をデバッグします。 

roles MSTP のロールをデバッグします。

sanity_check 受信した BPDU の正常性確認メ ッセージをデバッグします。

sync ポー ト同期イベン ト をデバッグします。

tc ト ポロジ変更通知イベン ト をデバッグします。

timers 開始、 停止、 および期限切れイベン ト の MSTP タ イマーをデバッグします。
B-79
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

付録 B     Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの debug コマンド
debug spanning-tree mstp
コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree mstp コマン ドは、 no debug spanning-tree mstp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
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debug spanning-tree switch
スパニングツ リー プロ ト コル （STP） ソ フ ト ウェア モジュールとポー ト  マネージャ  ソフ ト
ウェア モジュール間のソフ ト ウェア インターフェイスのデバッグをイネーブルにするには、
debug spanning-tree switch 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする
場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree switch {all | errors | flush | general | helper | pm | rx {decode | errors | 
interrupt | process} | state | tx [decode] | uplinkfast}

no debug spanning-tree switch {all | errors | flush | general | helper | pm | rx {decode | errors | 
interrupt | process} | state | tx [decode] | uplinkfast}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

all スパニングツ リー スイ ッチのデバッグ  メ ッセージをすべて表示します。

errors スパニングツ リー ソフ ト ウェア モジュールとポー ト  マネージャ  ソフ ト ウェ
ア モジュール間のインターフェイスに関するデバッグ  メ ッセージを表示し
ます。

flush シム  フラ ッシュ動作に関するデバッグ メ ッセージを表示します。

general 一般イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

helper スパニングツ リー ヘルパー タス ク  デバッグ メ ッセージを表示します。 ヘル
パー タス クは大容量スパニングツ リー更新を処理します。

pm ポー ト  マネージャ  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

rx 受信したブ リ ッジ プロ ト コル データ  ユニッ ト （BPDU） 処理のデバッグ  
メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• decode ： デコード済み受信パケッ ト を表示します。

• errors ： 受信エラー デバッグ メ ッセージを表示します。

• interrupt ： 割 り込みサービス要求 （ISR） デバッグ メ ッセージを表示し
ます。

• process ： 処理受信 BPDU デバッグ メ ッセージを表示します。

state スパニングツ リー ポー ト  ステー ト変更デバッグ  メ ッセージを表示します。

tx [decode] 送信された BPDU 処理デバッグ メ ッセージを表示します。 キーワードの意
味は次のとおりです。

• decode ： （任意） デコード された送信パケッ ト を表示します。

uplinkfast UplinkFast パケッ ト送信デバッグ メ ッセージを表示します。
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debug spanning-tree switch
コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree switch コマン ドは、 no debug spanning-tree switch コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
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debug spanning-tree uplinkfast
スパニングツ リー UplinkFast イベン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug 
spanning-tree uplinkfast 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場
合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug spanning-tree uplinkfast [exceptions] 

no debug spanning-tree uplinkfast [exceptions]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug spanning-tree uplinkfast コマン ドは、 no debug spanning-tree uplinkfast コマン ド と同
じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

exceptions （任意） スパニングツ リー UplinkFast 例外のデバッグ  メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show spanning-tree スパニングツ リー ステー ト情報を表示します。
B-83
Catalyst 2960、 2960-S、 および 2960-P スイッチ コマンド  リファレンス

OL- 29499-01-J



 

付録 B     Catalyst 2960、 2960-S、 2960-C、 および 2960-P スイッチの debug コマンド
debug sw-vlan
debug sw-vlan
VLAN マネージャのアクテ ィ ビテ ィのデバッグをイネーブルにするには、 debug sw-vlan 特権 
EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug sw-vlan {badpmcookies | cfg-vlan {bootup | cli} | events | ifs | management | mapping | 
notification | packets | redundancy | registries | vtp}

no debug sw-vlan {badpmcookies | cfg-vlan {bootup | cli} | events | ifs | management | mapping 
| notification | packets | redundancy | registries | vtp}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug sw-vlan コマン ドは、 no debug sw-vlan コマン ド と同じです。

badpmcookies 不良ポー ト  マネージャ  ク ッキーの VLAN マネージャ  インシデン ト
に関するデバッグ メ ッセージを表示します。

cfg-vlan {bootup | cli} config-vlan デバッグ メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は
次のとおりです。

• bootup ： ス イ ッチがブー ト アップする と きにメ ッセージを表示
します。

• cli ： コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） が config-vlan モー
ドである場合のメ ッセージを表示します。

events VLAN マネージャ  イベン ト のデバッグ メ ッセージを表示します。

ifs debug sw-vlan ifs コマン ドを参照して ください。

management 内部 VLAN の VLAN マネージャ管理のデバッグ  メ ッセージを表示し
ます。

mapping VLAN マッピングのデバッグ メ ッセージを表示します。

notification debug sw-vlan notification コマン ドを参照して ください。

packets パケッ ト処理およびカプセル化プロセスのデバッグ  メ ッセージを表
示します。

redundancy VTP VLAN 冗長性のデバッグ  メ ッセージを表示します。

registries VLAN マネージャ  レジス ト リのデバッグ メ ッセージを表示します。

vtp debug sw-vlan vtp コマン ドを参照して ください。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show vlan 管理ド メ インに設定されたすべての VLAN または特定の VLAN
（VLAN 名または ID を指定した場合） のパラ メータを表示します。

show vtp VTP 管理ド メ イン、 ステータス、 およびカウンタに関する一般情報を
表示します。
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debug sw-vlan ifs
VLAN マネージャ  IOS File System （IFS） エラー テス ト のデバッグをイネーブルにするには、
debug sw-vlan ifs 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、
このコマン ドの no 形式を使用します。

debug sw-vlan ifs {open {read | write} | read {1 | 2 | 3 | 4} | write}

no debug sw-vlan ifs {open {read | write} | read {1 | 2 | 3 | 4} | write}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug sw-vlan ifs コマン ドは、 no debug sw-vlan ifs コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

ファ イルの読み取り処理に処理 1 を選択する と、 ヘッダー検証ワードおよびファ イル バージ ョ
ン番号が格納されたファ イル ヘッダーが読み込まれます。 処理 2 を指定する と、 ド メ インおよ
び VLAN 情報の大部分が格納されたファ イル本体が読み取られます。 処理 3 を指定する と、
Type Length Version （TLV） 記述子構造が読み取られます。 処理 4 を指定する と、 TLV データが
読み取られます。

関連コマンド

open {read | write} VLAN マネージャ  IFS ファ イルオープン操作デバッグ メ ッセージを表
示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• read ：VLAN マネージャ  IFS ファ イル読み取り動作のデバッグ  メ ッ
セージを表示します。

• write ： VLAN マネージャ  IFS ファ イル書き込み操作デバッグ  メ ッ
セージを表示します。

read {1 | 2 | 3 | 4} 指定されたエラー テス ト （1、 2、 3、 または 4） に関するファ イル読み
取り動作のデバッグ メ ッセージを表示します。

write ファ イル書き込み動作のデバッグ  メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug sw-vlan ifs
コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show vlan 管理ド メ インに設定されたすべての VLAN または特定の VLAN
（VLAN 名または ID を指定した場合） のパラ メータを表示します。
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debug sw-vlan notification
debug sw-vlan notification
スイ ッチ間リ ンク （ISL） VLAN ID のアクテ ィブ化および非アクテ ィブ化のデバッグをイネー
ブルにするには、 debug sw-vlan notification 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグを
ディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 形式を使用します。

debug sw-vlan notification {accfwdchange | allowedvlancfgchange | fwdchange | linkchange | 
modechange | pruningcfgchange | statechange}

no debug sw-vlan notification {accfwdchange | allowedvlancfgchange | fwdchange | 
linkchange | modechange | pruningcfgchange | statechange}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug sw-vlan notification コマン ドは、 no debug sw-vlan notification コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

accfwdchange 集約アクセス  インターフェイス  スパニングツ リー転送変更に関する  
VLAN マネージャ通知のデバッグ メ ッセージを表示します。

allowedvlancfgchange 許可 VLAN の設定変更に関する  VLAN マネージャ通知のデバッグ 
メ ッセージを表示します。

fwdchange スパニングツ リー転送変更に関する  VLAN マネージャ通知のデバッ
グ メ ッセージを表示します。

linkchange インターフェイス  リ ンク ステー ト変更の VLAN マネージャ通知のデ
バッグ メ ッセージを表示します。

modechange インターフェイス  モード変更の VLAN マネージャ通知のデバッグ 
メ ッセージを表示します。

pruningcfgchange プルーニング設定変更の VLAN マネージャ通知のデバッグ メ ッセー
ジを表示します。

statechange インターフェイス  ステー ト変更の VLAN マネージャ通知のデバッグ 
メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug sw-vlan notification
関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show vlan 管理ド メ インに設定されたすべての VLAN または特定の VLAN
（VLAN 名または ID を指定した場合） のパラ メータを表示します。
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debug sw-vlan vtp
debug sw-vlan vtp
VLAN ト ランキング プロ ト コル （VTP） コードのデバッグをイネーブルにするには、 debug 
sw-vlan vtp 特権 EXEC コマン ドを使用します。 デバッグをディセーブルにする場合は、 このコ
マン ドの no 形式を使用します。

debug sw-vlan vtp {events | packets | pruning [packets | xmit] | redundancy | xmit}

no debug sw-vlan vtp {events | packets | pruning | redundancy | xmit}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug sw-vlan vtp コマン ドは、 no debug sw-vlan vtp コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ

events 汎用の論理フローのデバッグ  メ ッセージおよび VTP コード内の 
VTP_LOG_RUNTIME マク ロによって生成された VTP メ ッセージ
の詳細を表示します。

packets IOS VTP プラ ッ ト フォーム依存層から  VTP コードに渡されたすべ
ての着信 VTP パケッ ト （プルーニング パケッ ト を除く） の内容の
デバッグ メ ッセージを表示します。

pruning [packets | xmit] VTP コードのプルーニング セグ メ ン ト によって生成されるデバッ
グ メ ッセージを表示します。 キーワードの意味は次のとおりです。

• packets ： （任意） IOS VTP プラ ッ ト フォーム依存層から  VTP 
コードに渡されたすべての着信 VTP プルーニング  パケッ ト の
内容のデバッグ  メ ッセージを表示します。

• xmit ： （任意） VTP コードが IOS VTP プラ ッ ト フォーム依存層
に送信するよ うに要求したすべての発信 VTP パケッ ト の内容
のデバッグ メ ッセージを表示します。

redundancy VTP 冗長性のデバッグ メ ッセージを表示します。

xmit VTP コードが IOS VTP プラ ッ ト フォーム依存層に送信するよ うに
要求したすべての発信 VTP パケッ ト （プルーニング  パケッ ト を除
く ） の内容のデバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug sw-vlan vtp
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

pruning キーワードの後にパラ メータを指定しない場合は、 VTP プルーニング  デバッグ メ ッ
セージが表示されます。 これらのメ ッセージは、 VTP プルーニング  コード内の 
VTP_PRUNING_LOG_NOTICE、 VTP_PRUNING_LOG_INFO、 VTP_PRUNING_LOG_DEBUG、
VTP_PRUNING_LOG_ALERT、 および VTP_PRUNING_LOG_WARNING マク ロによって生成
されます。

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show vtp VTP 管理ド メ イン、 ステータス、 およびカウンタに関する一般情報を
表示します。
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debug udld
debug udld
単方向リ ンク検出 （UDLD） 機能のデバッグをイネーブルにするには、 debug udld 特権 EXEC 
コマン ドを使用します。 UDLD デバッグをディセーブルにするには、 このコマン ドの no 形式
を使用します。

debug udld {events | packets | registries}

no debug udld {events | packets | registries}

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug udld コマン ドは、 no debug udld コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

debug udld events を入力する と、 次に示すデバッグ  メ ッセージが表示されます。

• 一般的な UDLD プログラム論理フロー

• ステー ト  マシンのステー ト変更

• error-disable ステー ト の設定および消去のプログラム  アクシ ョ ン

• ネイバー キャ ッシュの追加および削除

• コンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ドの処理

• リ ンクアップおよびリ ンクダウン通知処理 

events UDLD プロセス  イベン ト が発生したと きのデバッグ  メ ッセージを表示しま
す。

packets UDLD プロセスがパケッ ト  キューからパケッ ト を受信し、 UDLD プロ ト コ
ル コードの要求に応答してそれらを送信する と きに、 このプロセスのデ
バッグ メ ッセージを表示します。

registries UDLD プロセスが UDLD プロセスに依存するモジュールおよびその他の
フ ィーチャ  モジュールからのレジス ト リ  コールを処理する と きに、 このプ
ロセスのデバッグ  メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 
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debug udld
debug udld packets を入力する と、 次に示すデバッグ メ ッセージが表示されます。

• 着信パケッ ト受信時の一般的なパケッ ト処理プログラム  フロー

• 受信したパケッ ト をパケッ ト受信コードで調べる と きの、 各パケッ ト の内容の識別情報
（Type Length Version （TLV） など）

• パケッ ト送信の試行内容およびその成果

debug udld registries を入力する と、 次に示すカテゴ リのデバッグ  メ ッセージが表示されます。

• サブブロ ッ クの作成

• ファ イバポー ト  ステータスの変更

• ポー ト  マネージャ  ソフ ト ウェアからのステー ト変更通知情報

• MAC アド レス  レジス ト リ  コール

関連コマンド コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。

show udld すべてのポー ト または指定されたポー ト の UDLD の管理ステータスお
よび動作ステータスを表示します。
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debug vqpc
debug vqpc
VLAN Query Protocol （VQP） ク ラ イアン ト のデバッグをイネーブルにするには、 debug vqpc 
特権 EXEC コマン ドを使用します。デバッグをディセーブルにする場合は、 このコマン ドの no 
形式を使用します。

debug vqpc [all | cli | events | learn | packet]

no debug vqpc [all | cli | events | learn | packet]

構文の説明

デフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンド  モード 特権 EXEC

コマンド履歴

使用上のガイドライン undebug vqpc コマン ドは、 no debug vqpc コマン ド と同じです。

デバッグをイネーブルにする と、 スタ ッ ク  マスターだけでデバッグがイネーブルにな り ます。
スタ ッ ク  メ ンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number 特権 EXEC コマ
ン ドでスタ ッ ク  マスターからセッシ ョ ンを開始して ください。 次に、 スタ ッ ク  メ ンバのコマ
ン ド ラ イン  プロンプ ト で debug コマン ドを入力します。最初にセッシ ョ ンを開始せずにメ ンバ 
スイ ッチのデバッグをイネーブルにするには、 スタ ッ ク  マスター スイ ッチ上で remote 
command stack-member-number LINE 特権 EXEC コマン ドを使用します。

関連コマンド

all （任意） VQP ク ラ イアン ト  デバッグ メ ッセージをすべて表示します。

cli （任意） VQP ク ラ イアン ト  コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） デバッ
グ メ ッセージを表示します。

events （任意） VQP ク ラ イアン ト  イベン ト  デバッグ メ ッセージを表示します。

learn （任意） VQP ク ラ イアン ト  アド レス学習デバッグ メ ッセージを表示します。

packet （任意） VQP ク ラ イアン ト  パケッ ト情報デバッグ メ ッセージを表示します。

リ リース 変更内容

12.2(25)FX このコマン ドが追加されました。 

コマンド 説明

show debugging イネーブルになっているデバッグ タ イプに関する情報を表示します。
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